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また、焼鈍によって応力が解放される際におこる鋳造体の変形の程度を知るために ， 200 0C で 2 時
間および 5 時間焼鈍を行い，コンパレーターにより変形量を測定すると，残留応力の少ないガス圧鋳
造の試料の方が変形量も少ないという結果を得た。さらに，応力の解放 lとともなって，鋳造体表面と
裏面の硬さの差も減少することがわかった。
以上の結果から，ガス圧鋳造法では，鋳造圧力を高くすることができると同時に溶湯を加熱しなが
ら鋳造できるため，圧迫鋳造法に較べ，がいして，鋳込み率が高く，内部性鋳巣が少なく，かつ鋳造
応力の少ない鋳造体が得られ，この鋳造体は各部の物理的性質が均一で，応力の解放にともなう変形
も少ないことが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，ガス圧鋳法が歯科鋳造における鋳込み率，内部性鋳巣および鋳造応力におよぼす影響に
ついて研究したものである。この鋳造法の効果を明らかにし，あわせて鋳造機序について新しい知見
を得たものとして，価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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